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雷活動に起因した高エネルギー放射線のゾンデ、航空機、及び地上での観測
Measurement of radiation caused by thunderstorm activities by a sounding balloon, an
airplane, and the ground
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雷活動により高エネルギー放射線が様々なフィールドで観測されている。その放射源を調査するために、放射能ゾン
デ、航空機、及び地上観測により放射線の測定を行った。
ゾンデ観測では２つの GM管を用いて雷活動中に放球した。その結果、雷雲中の高度 5～7.5km付近で 2桁程度の放

射線計数率の上昇が観測された。また、航空機に大型 NaI検出器を搭載して夏季と冬季に雷雲上空を飛行した。さらに、
冬季には日本海沿岸で地上観測を行い、高エネルギー放射線を観測した。これらの測定結果について報告する。
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